
モニターを活用した「新たなる時代の姿と政策方針」のた

めの調査 

平成１１年４月 

総合計画局 

（要旨） 

調査概要 

物価モニター制度を活用して、郵送配布回収法により、平成１１年２月下旬に実施。

発送３，６００票に対して、有効回収数は３，４３８票（有効回収率は９５．５％）であっ

た。サンプル属性は図表１の通り。 

設問は、図表２のように、現在作業中の政策方針に関する事項によって構成されてい

る。主な調査結果のポイントは以下の通り（カッコ内は、対応する図表番号）。 

調査結果 

1. 幸せの判断基準については、「人間関係の充実」や「安全な暮らし」をそれぞ

れ約４割が指摘。「収入の多寡」や「余暇の充実」の選択は、それぞれ１割未

満にとどまる（図表３－１～３）。

2. 「住みたい国」のイメージとしては、若年層ほど「治安の良さ」、高年層ほど

「社会保障の充実」を望む（図表４）。

3. 所得格差については、半数以上が、「大きな所得格差は事後的に縮小される

こと」を望む（図表５）。

4. 公的年金負担については、高年齢ほど「生活できる程度の最低限の給付を維

持」することを期待し、世代間にギャップがみられる（図表６）。

5. 今後、重点を置くべき政策分野については、「医療福祉」分野の充実が過半数

を超える（図表７）。

6. 規制緩和の効果を実感するとの回答は２割。具体的には、新製品・サービス、

価格低下を指摘（図表８）。

7. 見直して欲しい仕組み・制度があると回答した者は全体の約３割。具体的に

は、税、福祉・社会保障、医療・保険、教育等の分野が挙がった（図表９）。



8. 「高齢期の就労」を希望する者は、回答の７割近く。希望者の多くは、その主な

目的として「社会参加や生きがい」のためを選択。他方、「収入確保」を目的に

する者は少数。 他方、就労を希望しない場合には、５割が「趣味等個人的な

こと」に、４割が「ボランティア等社会的な活動」に時間を費やすことを希望（図

表１０－１～３）。

9. 今後の雇用のあり方は、「長期雇用、能力主義」を７割が選択し、雇用調整よ

りは賃金調整を望む。従来型の「年功序列」への支持は１割未満（図表１１）。

10. 外国人労働者受入れは、半数以上が現在の方針を支持。約３割は受入れ縮

小を望む。受入れに慎重とする理由は、７割が「失 業者の増加や労働条件改

善の遅延」の恐れ、３割が「地域社会でのトラブル増加や治安の悪化」を危

惧。他方、受入れ拡大の理由は、「我が国の活力向上」に次 いで、「国際協

力」、「文化に対する刺激」を挙げる（図表１２－１～３）。

11. また、外国人労働者の受入れを許容する職種は、「日本人にできない技能を

必要とする職種」、「専門的な技術を必要とする職種」との回答が約半数。い

わゆる「単純肉体労働の職種」は望まない傾向（図表１３）。

12. 今後、重要となる人間関係としては、約６割が「家族」と回答（図表１４）。

13. したがって、今後の家族のあり方については、約７割が「家族の機能が見直

される」と考え、約１割が「家族の機能が縮小」と考えている（図表１５）。

14. 介護保険については、「必要な負担」と積極的に評価する割合は約２割にとど

まるが、「不満はあるがやむを得ない」というものまで加えると約７割が理解を

示す（図表１６）。

15. 介護の担い手としては、家族・親族を希望するも、現実的には困難と考えて

いる（図表１７）。

16. 専業主婦の優遇措置については、不平等是正のため、専業主婦も応分の負

担をすることに約６割が理解（図表１８）。

17. サラリーマンの独立開業に対するその配偶者の賛否は五分五分（図表１９）。

18. 他方、子供の独立開業の場合には、賛成が４割で反対（２割）を上回り、配

偶者の場合（３割）より積極的（図表２０）。

19. 街づくりの重点は、全体として高齢者に住み易く、自然調和・美的な景観を希

望している。都市・郡部別には、大都市住民に「災害に強いまちづくり」へのニ 

ーズが高い（図表２１）。

20. 中山間地域の役割は、食料生産（６割）、地域の勤労・生活の場（６割）が重

要と回答（図表２２）。



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 
 
 
 



 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 



 

 
 



 



 

 

 



 

 

 
 
 



 

 



 


